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>日 本山岳会事務取扱時間
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山
岳
地
域
の
環
境
保
全
に
関
す
る

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
い
よ
い
よ
開
催
／

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
は
じ
め
、
世
界
の
山
岳
地
域

の
自
然
保
護
を
登
山
者
の
立
場
で
考
え
よ

う
、
と
い
う

「山
岳
自
然
保
護

・
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
東
京
会
議
」
が
、
い
よ
い
よ
十

一

月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

日
本
山
岳
会
を
は
じ
め
、
日
本
山
岳
協
会
、

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
、
日
本
勤
労
者
山
岳
連

盟
の
四
団
体
が
、
「あ
の
美
し
い
景
観
や
生
態

を
守
ろ
う
」
と
い
う
思
い
の
下
、
日
本
ヒ
マ

ラ
ヤ
ン

ｏ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

・
ト
ラ
ス
ト

（略
称
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
）
に
結
集
し
て
、
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

〃見
ど
こ
ろ
〃
は
、
何
と

い
っ
て
も
あ
の

一
九
五
三
年
、
エ
ベ
レ
ス
ト

初
登
頂
者
、
エ
ド
モ
ン
ド

ｏ
ヒ
ラ
リ
ー
卿
や
、

こ
れ
も
世
界
初
、
八
千
ド川峰
十
四
座
を
完
登

し
た
超
人
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

ｏ
メ
ス
ナ
ー
氏
、

そ
れ
に
先
鋭
的
な
登
山
活
動
の
か
た
わ
ら
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル

ｏ
ト
ラ
ス
ト
運
動
に
力
を
注
い

で
い
る
ク
リ
ス
・
ボ
ニ
ン
ト
ン
氏
な
ど
、
世

界
の

一
流

〃大
だ
て
者
〃
が
参
集
、
そ
の
輝

か
し
い
経
歴
を
通
し
て
到
達
し
た
自
然
観
、

保
護
運
動
の
ポ
リ
シ
ー
を
語
る
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
人
類
初
の
八
千
口川
峰
登
頂
者

「処

女
峰
ナ
ン
ナ
プ
ル
ナ
」
の
著
作
で
岳
人
の
胸

の
火
を
か
き
た
て
た
、
あ
の
モ
リ
ー
ス
・
エ

ル
ツ
ォ
ー
グ
氏
も
、
か
つ
て
の
マ
ラ
マ
ヤ
経

験
を
ふ
ま
え
た
ョ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の
自

然
保
護
を
語
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

も
う

一
つ
、
注
目
し
た
い
の
は
、
我
々
の

仲
間
で
も
あ
る
日
本
山
岳
会
京
都
支
部
の
テ

イ
リ
チ
ミ
ー
ル
登
山
に
お
け
る
清
掃
活
動
の

報
告
な
ど
、
現
在
各
方
面
で
広
が
っ
て
き
て

い
る
、
岳
人
に
よ
る
具
体
的
な
自
然
保
護
の

ア
ク
シ
ョ
ン
の
報
告
で
す
。
そ
の
意
味
で
こ

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
世
界
中
に
同
じ
思

い
の
岳
人
が
い
る
と
い
う
連
帯
の
思
い
を
深

く
し
、
加
え
て
今
後
の
行
動
の
た
め
の
情
報

交
換
の
場
に
な
る
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｊ
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
を
お
こ
す
場
合
の
ヒ
ン
ト
も
得
ら
れ

る
は
ず
で
す
。

白
熱
し
た
議
論
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
現
場

報
告
、
美
し
い
映
像
に
集
中
し
た
あ
と
は
、

十

一
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
海
外
か
ら
の

ゲ
ス
ト
と
共
に
、
「富
山

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
」
が
待
っ
て
い
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
機

会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
是
非
参
加
さ
れ
ま
す

す
。

◎
主
要
参
加
者
　
エ
ド
モ
ン
ド

・
ヒ
ラ
リ
ー

卿
夫
妻

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
、
モ
ー
リ

ス

ｏ
エ
ル
ツ
ォ
ー
グ

（
フ
ラ
ン
ス
）
、
ラ
イ

ン
ホ

ル

ト

ｏ
メ

ス
ナ

ー
夫

妻

（イ

タ

リ
ー
）
、
ク
リ
ス

・
ボ

ニ
ン
ト
ン

（イ
ギ
リ

ス
）
、
Ｐ
ｏ
Ｆ

・
セ
ガ
ン
チ
ー
ニ

（
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ

会
長
）
、
キ
ャ
プ
テ
ン

ｏ
コ
ー
リ
ー

（イ
ン

ド
登
山
財
団
総
裁
）
、
Ｔ
ｅ
Ｃ

ｏ
ポ
カ
レ
ル

（ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会
会
長
）
、
リ
チ
ャ
ー

ド
ｅＣ
ｏブ
ラ
ム

（
ア
メ
リ
カ

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
財

団
理
事
長
）
、

エ
ド
ワ
ル
ド

●
ミ
ソ
ロ
フ
ス

キ
ー

（
ソ
連
山
岳
連
盟
会
長
）
、
許

克

（中

国
登
山
協
会
副
首
席
）
、
ク

マ
ー
ル

・
Ａ

・

ミ
ル
ザ

（パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
会
長
）
、
ボ

ブ

・
マ
ッ
コ
ー
ネ
ル

（
ア
メ
リ
カ

・
エ
ベ
レ

ス
ト
清
掃
登
山
隊
長
）
氏
等
々
…
…

◎
東
京
会
議
　
昭
和
女
子
大
学
人
見
記
念
講

堂
他

十

一
月
九
日
（土
）

十
二
時
受
付
開
始
、
十

よ
う
お
誘
い
す
る
次

第
で
す
。

参
加
申
込
み
要
領

等
に
つ
い
て
は
、
会

報

『山
』
九
月
号
で

も
お
知
ら
せ
致
し
ま

し
た
が
、
内
容
に
つ

き
さ
ら
に
具
体
的
に

お
知

ら
せ
致

し
ま

六
六
五
九

お
知
ら
せ
テ
ー
プ

電
話
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三
時
開
会
式
、
十
四
～
十
七
時
記
念
講
演

（ヒ
ラ
リ
ー
、ボ
ニ
ン
ト
ン
、
メ
ス
ナ
ー
、

エ
ル
ツ
ォ
ー
グ
の
各
氏
）。
十
八
時
～
二

十
時
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

十

一
月
十
日
（日
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
（定
員

六
〇
ｏ
名
）、
九
時
～
十
二
時
三
十
分
、

分
科
会

（④
高
所
登
山
、
③
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
③
山
岳
観
光
）、
十
四
時
～
十
七
時

全
体
会
議
、ま
と
め
、東
京
宣
言
、
閉
会
。

◎
富
山
会
議

十

一
月
十

一
日
（月
）

十
八
～
二
十
時
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（於
富
山
第

一
ホ
テ
ル
）

十

一
月
十
二
日
（火
）

十
時
～
十
二
時
Ｅ

ｏ

ヒ
ラ
リ
ー
卿
講
演

（於
富
山
県
民
会
館
国

際
会
議
場
）

◎
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

十

一
月
十
二
日
（火
）

・
Ａ
コ
ー
ス
　
富
山
～
室
堂
泊

ｏ
Ｂ
コ
ー
ス
　
富
山
～
宇
奈
月
泊

十

一
月
十
三
日
（水
）

ｏ
Ａ
コ
ー
ス
　
室
堂
～
黒
四
～
大
町

ｏ
Ｂ
コ
ー
ス
　
宇
奈
月
～
黒
四
～
大
町

両
コ
ー
ス
と
も
、
ヒ
ラ
リ
ー
、
ボ
ニ
ン
ト

ン
氏
等
の
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
と

一
緒
に
歩
く
。

◎
参
加
費

〔東
京
会
議
〕
記
念
講
演
会
、
分
科
会
と
も

一
日
当
り
二
〇
〇
〇
円

（Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
会

員
は

一
〇
〇
〇
円
）、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

一
〇
、
〇
〇
〇
円

〔富
山
会
議

ｏ
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
〕

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
代
、
昼
食
代
、
宿
泊
二
泊

東
ソ
連
の
新
天
地

海
外
で
の
登
山
を
実
行
す
る
時
の
第

一
の
条
件
は
、
メ
ン
バ
ー

の
良
し
悪
し
で
も
、
経
費
で
も
な
い
。

山
が
存
在
す
る
国
、
地
域
の
政
治
状
況
だ
。

八
月
の
末
の

「七
十
二
時
間
ク
ー
デ
タ
ー
の
失
敗
」
で
、　
一
層

民
主
化
と
対
外
開
放
が
強
調
さ
れ
た
隣
の
大
国
ソ
連
の
、
東
、
い

わ
ゆ
る
極
東
地
域
で
、
今
年
に
な
っ
て
日
本
人
が
次
々
に
新
し
い

山
登
り
を
経
験
し
て
い
る
。

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
最
高
峰
、
ク
リ
ュ
チ
ェ
フ
ス
カ
ヤ
峰

（四

七
五
〇
厨
）
に
は
、
ま
ず
二
月
、
同
志
社
大
隊
が
地
元
ソ
連
登
山

家
と
合
同
の
形
で
挑
戦
し
た
。
大
型
ヘ
リ
で
二
千
七
百
房
の
雪
原

の
ベ
ー
ス
ま
で
運
ば
れ
、
「
マ
イ
ナ
ス
二
十
五
度
以
上
に
は
上
が

ら
な
い
」
寒
さ
の
中
、
不
気
味
な
噴
煙
を
見
な
が
ら
の
登
山
。
ク

リ
ュ
チ
ェ
フ
ス
カ
ヤ
は
、
現
役
の
活
火
山
な
の
で
あ
る
。
日
本
側

二
人
、
ソ
連
側
七
人
が
二
月
二
十
九
日
、
登
頂
し
た
。

同
峰
に
は
、
四
月
末
か
ら
五
月
に
か
け
て
女
性
二
人
を
含
む
東

京
雲
稜
会
隊
の
六
人
が
挑
戦
、
二
人
が
登
頂
し
た
。
ま
た
、
七
月

に
は
、
北
海
道
日
ソ
親
善
協
会
が
派
遣
し
た
北
海
道
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
友
好
登
山
隊
が
、
合
同
登
山
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

長
い
問
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
山
に

一
年
の
う
ち

に
日
本
か
ら
三
隊
も
が
入
り
、
そ
の
最
高
峰
に
登
頂
で
き
た
の

は
、
ソ
連
が
変
わ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
極
東
で
は
、
他

に
も
注
目
す
べ
き
登
山
や
冒
険
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
計
画
を
変
更
し
て
サ
ハ
リ
ン
最
高
峰
、
ロ
パ
チ

ナ
山

（
一
六
〇
九
肝
）
を
め
ざ
し
た
学
習
院
ロ
ー
ガ
ン
く
ら
ぶ
サ

ハ
リ
ン
登
山
隊
の
七
人
は
、
地
元
の
許
可
が
な
い
こ
と
を
理
由
に

幽

目
的
の
山
へ
の
挑
戦
を
阻
ま
れ
た
が
、
そ
れ
で
は
、
と
サ
ハ
リ
ン

縦
断
鉄
道
を
北
上
、
北
端
の
山
、
標
高
七
百
μ川
の
ト
ゥ
リ

ｏ
ブ

ラ
ー
タ

（三
兄
弟
）
に
登
リ
ス
キ
ー
滑
降
を
楽
し
ん
だ
。
平
均
年

齢
五
十
二
歳
の
山
男
の
、
辺
境
の
旅
だ
っ
た
。

山
の
世
界
と
は
離
れ
る
が
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
越
え
る
こ
と

は
、
少
な
か
ら
ぬ
探
検
家
の
夢
だ
っ
た
。
ソ
連
の
政
治
の
風
向
き

の
大
変
化
で
、
ス
キ
ー
、
遠
泳
な
ど
の
冒
険
の
形
で
そ
れ
も
実
現

し
つ
つ
あ
る
。

こ
と
し
、
日
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
で
、
日
本
で
た
だ

一
人
の
マ
ッ

シ
ャ
ー

（犬
権

つ
か
い
）、
小
島

一
男
は
、
米
、
ソ
連
な
ど
六
か

国
の
仲
間
た
ち
と
ア
ラ
ス
カ
の
ノ
ー
ム
か
ら
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を

横
断
し
て
ソ
連
の
ア
ナ
ド
リ
ー
ま
で
二
千
三
百
キ
ロ
の
大
権
リ
ー
ス

を
計
画
、
八
人
の
参
加
者
の

一
人
と
し
て
四
月
二
十
八
日
、
目
的

地
に
ゴ
ー
ル
し
た
。
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
自
体
は
、
氷
が
割
れ
始
め

た
た
め
、
ヘ
リ
で
運
ば
れ
た
が
、
友
好
レ
ー
ス
の
意
義
以
外
に
も

チ
ュ
ク
チ
半
島
の
風
物
の
報
告
な
ど
収
穫
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

バ
ル
ト
三
国
の
独
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ソ
連
内
部
の
変

化
の
重
要
な

一
つ
は
、
「地
方
」
の
権
限
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
登
山
の
世
界
も
、
今
や
必
ず
し
も
モ
ス
ク
ワ
が
全
て

を
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
。

当
面
、
「北
方
領
土
」
に
限
ら
ず
、
日
本
の
登
山
家
に
と
っ
て
、

「東
ソ
連
」
は
最
も
近
い
海
外
の
山
の
存
在
す
る
所
を
意
味
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
の
山
登
り
は
、
従
来
の
も
の
と
ひ

と
味
も
ふ
た
味
も
違
う
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
も
ア
ル
プ
ス
で
も
な
い
新
し
い
エ
リ
ア
の
発
掘

が
、
社
会
主
義
大
国
の
激
動
と
共
に
始
ま
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た

△

△

△

（江
本
嘉
伸
）

山…… …̈……………………………………………海外の
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分
お
よ
び
富
山
～
大
町
ま
で
の
交
通
費

一

切
を
含
み
五
〇
、
〇
〇
〇
円

（Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｊ
会
員
は
四
〇
、
〇
〇
〇
円
）
但
し
講
演

会
の
み
は
無
料

◎
申
込
方
法

〔東
京
会
議
〕
郵
便
局
の
振
替
用
紙
に
必
要

事
項
（月
日
、分
科
会
の
場
合
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
名
、連
絡
先
電
話
番
号
等
）
明
記
の
上
、

そ
の
金
額
を
振
り
込
ん
で
下
さ
い
。
折
り

返
し
入
場
整
理
券
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

ｏ
九
日
＋
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
‥
に
ｂ
８
円

講
演
会
の
み

‥
…
…
…
゛
ｏ
ｏｏ
円

・
十
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
み

‥
ヽ
８
ｏ
円

ｏ
フ
ル
コ
ー
ス
　
‥
…
…
…
…
二
♪
８
ｏ
円

振
替
口
座
番
号
…
東
京
六
―
四
九
四
〇
五

振
替
口
座
名
…
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ｏ
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー

・
ト
ラ
ス
ト

〔富
山
会
議

ｏ
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
〕

北
陸
銀
行
橋
北
支
店
　
口
座
番
号
　
普
通

四

一
二
四
二
四
〇
番
、
日
座
名
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｊ
富
山
会
議
代
表
　
藤
平
正
夫

◎
連
絡
先
…
本
会
事
務
局
ま
た
は
、

〔東
京
会
議
〕
〒
１５０
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前

四
―
三
二
―
七
　
ａ
Ｏ
三
―
三
四
〇

一
―

四
二
五
四
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
三
―
三
四
〇

一
―

六
〇
三
四

〔富
山
会
議
〕
〒
９３９
富
山
市
布
市
八
三
六
―

二
、
木
戸
方
　
な
〇
七
六
四
―
二
九
―
五

二
七
三

な
お
、申
込
み
は
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
目
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

（
Ｈ

Ａ

Ｔ

Ｉ

Ｊ

事

務

局

）

文

蔵

追

憶

六
月
十
二
日
、
声
岬
の
自
宅
で
文
蔵
の
葬

儀
が
行
な
わ
れ
た
。
弔
辞
は
七
本
で
あ

っ
た

が
、
書
い
た
も
の
を
読
み
あ
げ
た
の
は
二
本

だ
け
で
、
ほ
か
は
す
べ
て
回
頭
で
文
蔵
に
語

り
か
け
る
も
の
で
あ

っ
た
。

か
も
い
に
か
け
ら
れ
た
数
々
の
賞
状
は
ほ

と
ん
ど
遭
難
救
助
の
も
の
で
あ

っ
た
。

は
じ
め
て
知
り
あ

っ
た
の
は
、私
が
十
五
、

六
歳
で
文
蔵
と
ち
ょ
う
ど
十
年
ほ
ど
離
れ
て

い
た
。
彼
は
若
手
ガ
イ
ド
の
第

一
人
者
と
し

て
次
の
世
代
を
担
う
ホ
ー
プ
で
あ

っ
た
。
当

時
の
現
役
の
第

一
人
者
は
光
次
郎
で
、
文
蔵

は
光
次
郎
と
こ
と
の
ほ
か
親
し
く
、
二
人
で
、

平
小
屋
を
経
営
し
て
猟
に
明
け
暮
れ
し
た
り

し
て
い
た
。

藤

平

正

夫

戦
後
、
剣
沢
小
屋
を
経
営
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
の
付
き
あ
い
が
、
何
と
い
っ
て

も
多
く
な
っ
て
い
る
。

東
大
谷
中
俣
の
積
雪
期
以
外
の
第

一
登

は
、
兄
の
彬
文
と
旧
制
富
高
の
後
輩
二
人
と

の
四
人
の
パ
ー
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
鋼
沢
小
屋

か
ら
黒
百
合
コ
ル
を
超
え
て
右
俣
か
ら
中
俣

へ
入

っ
た
。
途
中
か
ら
雨
と
な
り
、
完
登
し

て
平
蔵

コ
ル
ヘ
出
た
の
は
夕
暮
れ
が
近
く

な
っ
て
い
た
。
前
剣
を
下
る
こ
ろ
は
、
足
も

と
も
見
え
難
く
な
り
、　
一
服
飢
を
下
り
き
っ

た
と
き
は
八
時
近
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
剣
沢
の
旧
制
富
山
高
校
山
岳
部

の
キ
ャ
ン
プ
で
は
遭
難
を
懸
念
し
て
、
大
騒

ぎ
で
救
助
隊
を
だ
そ
う
と
し
て
い
た
。
文
蔵

が

一
喝
し
た
そ
う
で
あ
る
。

「
あ

い

つ
ら
は
死
ぬ
よ
う
な
タ

マ
で
は
な

い
よ
」

小
屋
へ
か
か
る
雪
渓
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
な

が
ら
の
、
私
た
ち
の
コ
ー
ル
が
聞
こ
え
た
の

は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
で
あ

っ
た
。

翌
年
の
冬
、
文
蔵
が
日
本
医
大
の
パ
ー

テ
ィ
と
と
も
に
中
尾
根
を
初
登
し
た
。

十
年
ほ
ど
前
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
永
年
の

疑
間
を
彼
に
た
だ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「東
大
谷
中
俣
に
は
、
あ
ん
た
も

一
緒
に

登
り
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
」

「も
ち
ろ
ん
。
た
だ
俺
が

つ
い
て
く
る
の

を
、あ
ん
た
方
が
い
や
が
る
と
思
っ
た
か
ら
」

今
さ
ら
聞
く
ま
で
も
な
い
愚
間
だ
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
は
、
と
う
の
昔
に
わ
か
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
た
だ
客
を
安
全
に

案
内
す
る
ガ
イ
ド
で
は
な
か
っ
た
。
よ
り
困

難
を
求
め
る
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
あ

フ（）。戦
後
、
台
湾
の
山
々
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ク

ッ
ク
を
同
じ
山
好
き
の
仲
間
ら
と

登

っ
た
り
し
た
こ
と
を
み
て
も
、
そ
の
こ
と

が
は
っ
き
り
肯
け
る
筈
で
あ
る
。

た
し
か
に
彼
は
、
山
で
は
不
運
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
戦
前
の
京
大
白
頭
山
遠
征
に

は
芦
崎
か
ら
佐
伯
宗
作
が
選
ば
れ
て
同
行
し

た
。
し
か
し
文
蔵
に
は
、
遂
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ

行
く
チ
ャ
ン
ス
は
来
な
か
っ
た
。

三
十
五
年
に
富
山
大
山
岳
部
が
赤
谷
山
で

遭
難
し
た
と
き
も
、
同
大
山
岳
部
長
林
勝
次

氏
の
涙
を
流
し
て
の
懇
請
に
、
率
先
し
て
芦

崎
衆
を
ひ
き
い
て
豪
雪
の
な
か
、
本
当
に
身

命
を
賭
し
て
活
動
し
た
の
も
文
蔵
で
あ
る
。

三
十
八
年
の
薬
師
岳
大
量
遭
難
の
際
、
彼

は
有
峰
か
ら
太
郎
平
を
目
指
し
て
深
雪
の
中

で
苦
闘
を
強
い
ら
れ
た
。
朝
日
新
聞
の
本
多

君
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、太
郎
平
に
先
着
し
、

遭
難
確
実
の
第

一
報
を
送

っ
た
。
本
多
君
は

前
日
、
富
山
の
拙
宅
へ
来
て
、
山
の
装
備

一

式
を
借
り
て
い
っ
た
。
朝
日
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
チ
ャ
タ
ー
料

（飛
べ
そ
う
な
ヘ
リ
を

全
部
お
さ
え
て
い
た
）

一
日
分
に
も
あ
た
ら

ぬ
富
山
県
警
の
救
助
予
算
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
、
富
山
県
警
の
山
岳
救
助
体

制
に

一
大
転
機
を
も
た
ら
し
た
。
い
ま
や
自

他
と
も
に
許
す
、
最
高
水
準
を
も
つ
富
山
県

山
岳
警
備
隊
の
基
礎
は
文
蔵
が
中
心
に
な
っ

て
創
り
あ
げ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

晩
年
は
剣
沢
小
屋
は
若
い
人
に
ま
か
せ

(3)
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て
、
地
獄
谷
の
ロ
ッ
ジ
連
峰
の
番
人
を
し
て

い
た
。
悠
々
、
気
を
使
う
こ
と
な
く
好
き
な

山
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
。

彼
の
最
大
の
功
績
は
、
山
岳
遭
難
救
助
態

勢
を
築
き
あ
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
当
に
山
好
き
で
あ
っ
た
彼
に
と
っ
て
は
、

や
は
り
見
果
て
ぬ
夢
で
あ

っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

ヘ
、
ど
う
し
て
も
登
り
た
か
っ
た
に
違
い
な

ゆ
ら
め
く
香
煙
の
な
か
の
遺
影
を
、
こ
ん

な
こ
と
を
と
め
ど
も
な
く
想
い
だ
し
な
が
ら

眺
め
て
い
る
と
、
例
の
豪
快
な
笑
声
と
大
き

な
声
崎
弁
が
響
い
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
か

っ
た
。

ョ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
便
り

会
員
番
号
九
九
〇
三阪

本
公

一

南
ア
フ
リ
カ
山
岳
会
（在
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
）

の
創
立
百
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
、
山
田

会
長
の
代
理
と
し
て
出
席
さ
れ
た
い
と
の
ご

要
望
、
少
々
荷
が
重
す
ぎ
ま
す
が
、
小
生
も

南
ア
山
岳
会
の
会
員
な
の
で
、
出
席
さ
せ
て

Ｒ
Ｆ

題

解
乙
ヽ

鰺

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
通
信
田

鰺

昨
年
末
の
偵
察
よ
り
あ
わ
た
だ
し
く
準
備
を
進
め
て
来
ま
し
た

日
本

ｏ
中
国
合
同
登
山
隊
も
、
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け

て
行
な
わ
れ
た
北
京
会
議
で
双
方
の
準
備
状
況
の
最
終
確
認
を
行

い
ま
し
た
。
既
に
中
国
登
山
協
会
の
担
当
者
は
現
地
の
状
況
把
握
、

総
指
揮
部
の
開
設
準
備
等
の
た
め
に
ラ
サ
入
り
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
中
国
は
各
地
で
大
洪
水
の
被
害
が
各
所
で
あ
り
、
我
々
の
キ

ヤ
ラ
バ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
派
～
格
唄
の
道
路
も
寸
断
さ
れ
、
補
修

工
事
が
開
始
さ
れ
た
と
の
報
告
も
入

っ
て
お
り
ま
す
。

九
月
五
日
に
は
日
本
山
岳
会
、読
売
新
聞
社
、
日
中
友
好
協
会
、

日
本
放
送
協
会

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
四
者
協
催
に
よ
る
壮
行
会
も
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
取
り
行
な
わ
れ
、
い
よ
い
よ
と
い
う
感
じ
を

強
く
し
ま
し
た
。
十
二
日
報
道
隊
の
十
二
名
が
十
九
日
に
は
登
山

隊
八
名
、
報
道
隊
二
名
が
成
田
を
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
総
指
揮
部

の
山
田
総
隊
長
、
村
木
副
隊
長
も
十
月
十
日
、
十
月
二
十
日
に
そ

れ
ぞ
れ
出
発
の
予
定
で
す
。

登
山
隊
メ
ン
バ
ー
、
行
動

日
程
は
以
下
の
通
り
で
す

が
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
温

か
い
ご
声
援
、
個
人
募
金
の

ご
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、

言
葉
や
習
慣
の
壁
を
超
え
、

世
界
最
高
の
未
登
峰

へ
の
挑
戦
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。日

本
側
登
山
隊
メ
ン
バ
ー

総
隊
長
　
山
田
二
郎
ｍ
、
副
総
隊
長
　
村
木
潤
次
郎
ｍ
、
登
山

隊
長
　
重
廣
恒
夫
口
、
登
攀
隊
長
　
高
見
和
成
ｍ
、
隊
員
　
木
本

哲
閲
、
大
西
宏
ｍ
、
山
本
篤
例
、
広
瀬
学
ｍ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼

通
訳
　
梶
田
正
人
ｍ
、
医
師
　
小
島
彰
ｍ
、
報
道
支
援
隊
員
　
三

輪
文

一
口
、
片
岡
泰
彦
閲

登
山
隊
行
動
日
程

九
月
十
九
日
　
登
山
隊
出
発
、
二
十

一
日
　
北
京
～
成
都
、
二

十
三
日
　
成
都
～
ラ
サ
、
二
十
六
日
　
ラ
サ
～
八

一
鎮
、
二
十
七

日
　
八

一
鎮
～
米
林
、
二
十
八
日
　
米
林
～
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、十

月

一
日
　
登
山
活
動
開
始
、
四
日
第

一
キ
ャ
ン
プ
建
設
、
五
日

第
ニ
キ
ャ
ン
プ
建
設
、
六
日
　
ラ
バ
ロ
ｏ
ル
ー
ト
エ
作
、
十
日

第
ニ
キ
ャ
ン
プ
建
設
、
十
五
日
　
第
四
キ
ャ
ン
プ
建
設
、
十
七
日

第
五
キ
ャ
ン
プ
建
設
、
二
十
三
日
　
ア
タ
ッ
ク
隊
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
出
発
、
三
十

一
日
　
第
六
キ
ャ
ン
プ
建
設
、
十

一
月

一
日

一
次
隊
登
頂
予
定
、
二
日
　
第
二
次
隊
登
頂
予
定
、
十

一
日
～
十

八
日
　
予
備
、
十
二
月
六
日
　
最
終
帰
国
予
定

登
山
隊
連
絡
先

総
指
揮
部
　
西
蔵
拉
薩
自
治
区
　
体
委
登
山
協
会
転
南
峰
登
山

隊
　
電
話
三
二
九
二
四
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
二
六
三
六
六

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
　
西
蔵
米
林
県
部
局
転
大
本
営
　
日
中
南
迦

巴
瓦
峰
合
同
登
山
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
廣
恒
夫
）

常
念

正
記

交
年

日
周

中
２０

日

戴
き
ま
す
。

―

中
　
略
―

私
の
南
ア
生
活
も
五
年
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
が
、
南
ア
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
国
で
、

単
身
生
活
な
が
ら
、
山
歩
き
や
鱒
釣
り
、
自

然
保
護
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ｏ
ワ
ー
ク
等

に
、
充
分

エ
ン
ジ

ョ
イ
し
た
生
活
を
送

っ
て

お
り
ま
す
。

ナ
タ
ー
ル
州

に

∪
脚
＞
【
国
Ｚ
∽
∪
Ｃ
卿
〇

と
い
う
二
五
〇
キ
ロ
に
亘
る
、
三
〇
〇
ｏ
房
級

の
山
脈
が
あ
り
、
大
岩
壁
と
、
グ
リ
ー
ン

・

メ
ド
ゥ
、
そ
し
て
自
由
に
歩
き
廻
る
エ
ラ
ン

ド
、
ス
プ
リ
ン
グ
ボ

ッ
ク
等
の
動
物
達
の
数

多
い
、
素
晴
ら
し
い
山
が
あ
り
ま
す
。

も
う
と
て
も
厳
し
い
山
登
り
を
す
る
体
力

(4)
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も
、実
力
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、南
ア
の
ド
ラ
ッ

ケ
ン
ブ
ル
グ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
既
に
二
十
四

回
も
通

っ
て
お
り
ま
す
。
登
山
者
も
少
く
、

ハ
イ
キ
ン
グ
道
以
外
は
山
道
も
余
り
整
備
さ

れ
お
ら
ず
、
明
治
時
代
の
山
登
り
も
、
か
く

あ
り
な
ん
と
思
わ
れ
る
静
か
な
山
々
が
、
南

ア
に
は
未
だ
残

っ
て
お
り
ま
す
。

南
ア
に
赴
任
以
来
、
小
生
も
南
ア
山
岳
会

の
ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ル
支
部
に
属
し
て
お
り
ま

す
。

南
ア
に
対
す
る
各
国
の
厳
し
い
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
の
た
め
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
は
不
可
能

な
状
態
に
お
か
れ
て
お
り
、
せ
い
ぜ
い
ア
ン

デ
ス
ヘ
の
海
外
登
山
の
み
と
い
う
非
常
に
気

の
毒
な
南
ア
山
岳
会
の
状
況
が
続
い
て
き
ま

し
た
。
ア
バ
ル
ト
ヘ
イ
ト
法
が
先
日
撤
廃
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
米
国
は
じ
め
各
国
の
南
ア

に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
も
、
近
い
将
来
解

除
さ
れ
、
南
ア
山
岳
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
自

由
に
海
外
遠
征
が
出
来
る
日
が
、
も
う
す
ぐ

や
っ
て
く
る
も
の
と
希
望
し
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。
日
本

・
南
ア
の
文
化

ｏ
ス
ポ
ー

ツ
交
流
も
自
由
に
な
り
、
日
本
山
岳
会
、
南

ア
山
岳
会
が
よ
り
親
密
な
交
流
を
行
な
え
る

こ
と
を
祈

っ
て
お
り
ま
す
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
出
席
後
、
当
日
の
様
子

は
、
ご
報
告
さ
せ
て
戴
く
所
存
で
す
。

（七
月
二
日
付
　
松
田
副
会
長
宛
）

海
別
岳
―

流
氷
の
見
え
る
山
②

田
中
三
郎

二
月
十
九
日
、
私
た
ち
四
人
は
七
時
十
分

に
車
で
管
理
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
た
。
テ
レ

ビ
の
天
気
予
報
は
正
午
近
く

一
時
悪
天
候
、

の
ち
晴
れ
と
報
じ
て
い
た
。
除
雪
さ
れ
た
農

道
を
十
分
も
走
る
と
登
山
口
に
着
く
。
こ
こ

で
輪
か
ん
を
履
き
、
ス
キ
ー
ス
ト

ッ
ク
を

持

っ
て
準
備
を
整
え
、
七
時
三
十
分
、
川
越

君
を
先
頭
に
出
発
し
た
。
登
山
口
の
積
雪
量

は

一
六
〇
升ン
く
ら
い
だ

っ
た
。

海
別
岳
か
ら
西
北
に
延
び
る
海
別
川
右
岸

の
緩
や
か
な
尾
根
に
取
り
付
き
、
落
葉
し
た

雑
木
林
の
中
を
ゆ
っ
く
り
と
登
っ
て
ゆ
く
。

足
は
少
し
も
ぐ
る
が
、
雪
質
は
軽
い
。
沢
を

三
度
渡
り
、
高
度
六
〇
〇
μ川
ぐ
ら
い
に
達
す

る
と
、
風
が
に
わ
か
に
冷
た
く
な
っ
た
。

さ
ら
に

一
時
間
足
ら
ず
緩
い
登
り
を
続

け
、
高
度
七
三
〇
研
あ
た
り
で
森
林
限
界
に

達
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
強
い
風
を
も
ろ
に
受

け
る
の
で
、
セ
ー
タ
ー
と
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス
の

雨
着
を
着
る
。
森
林
帯
を
抜
け
て
か
ら
は
雪

が
だ
い
ぶ
締

っ
て
き
た
が
、
風
は
地
吹
雪
を

上
げ
て
横
な
ぐ
り
に
吹
き
つ
け
て
く
る
。
輪

か
ん
を
つ
け
て
い
る
の
で
足
は
も
ぐ
ら
な
い

が
、強
風
に
体
が
流
さ
れ
、手
に
し
た
ス
ト
ッ

ク
も
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
だ
。
川
越
君
は
下

山
に
備
え
て
要
所
要
所
の
雪
面
に
赤
会
符
を

つ
け
た
小
枝
を
埋
め
て
ゆ
く
。

十
時
五
十
五
分
、　
一
一
〇
〇
ド川
の
コ
ブ
に

付
き
、
五
分
間
、強
風
の
中
で
パ
ン
を
か
じ
っ

て
軽
食
を
と
る
。
テ
ル
モ
ス
の
熱
い
紅
茶
に

生
き
返
る
思
い
が
し
た
。
空
は
ど
ん
よ
り
と

曇
り
、
地
吹
雪
で
遠
目
は
き
か
な
い
が
、
北

峰
が
お
ぼ
ろ
に
見
え
た
。

傾
斜
が
急
に
な
り
、
雪
面
に
は
エ
ビ
の

シ
ッ
ポ
の
よ
う
な
形
の
荒
々
し
い
ス
カ
ブ
ラ

が
発
達
し
て
、
歩
き
に
く
い
。
輪
か
ん
が
滑

る
の
で
足
で
蹴
込
む
と
、
そ
の
た
び
に
内
股

に
軽
い
痙
攣
を
覚
え
た
。
仲
間
に
揉
ん
で
も

ら
い
、
無
理
せ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
登
る
う
ち

に
痛
み
は
消
え
た
。

十

二
時

二
十

分
、
北
峰
に
登
り

着
い
た
。
本
峰
と

の
間
に
は
鞍
部
が

あ
り
、
北
側
に
雪

庇
が
張
り
出
し
た

幅
数
肝
の
稜
線
が

続
い
て
い
る
。
こ

(5)
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こ
か
ら
は
川
越
君
と
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
、
強

風
の
中
を
進
む
。
氷
柱
を
横
た
え
た
よ
う
な

例
の
ス
カ
ブ
ラ
が
登
路
に
広
が

っ
て
い
る
。

本
峰

の
直
前

で
ま
た
内
股
に
痛
み
が
走

っ

た
。
深
呼
吸
を
繰
り
返
し
、
ペ
ー
ス
を
落
と

し
て
頂
上
に
到
達
し
た
。

頂
上

一
帯
は
強
風
の
た
め
に
雪
が
少
な

く
、　
一
等
三
角
点
の
標
石
は
頭
を
出
し
て
い

て
、
そ
れ
に

一
費
ン
ほ
ど
の
厚
さ
の
氷
の
膜
が

張
り

つ
い
て
い
た
。
国
土
地
理
院
の
標
柱
も

雪
面
か
ら
現
れ
て
い
た
。
川
越
君
も
海
別
岳

の
三
角
点
に
触
れ
る
の
は
初
め
て
だ
と
言

う
。
薄
曇
り
で
視
界
は
き
か
ず
、
数
葉
の
記

念
撮
影
も
風
の
た
め
に
カ
メ
ラ
が
ぶ
れ
そ
う

だ

っ
た
。

十
二
時
五
十
五
分
に
下
山
を
開
始
し
た
。

北
峰
に

一
時
五
分
着
。
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
を
解

い
た
だ
け
で
、
休
ま
ず
に
下
降
を
続
け
る
。

天
気
予
報
の
と
お
り
、
数
分
後
に
突
然
風
が

止
み
、
晴
天
が
広
が

っ
た
。
青
灰
色
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に
流
氷
が
集
ま

っ
て
い
る
の
が
眺
め

ら
れ
た
。

一
一
〇
〇
μ川
の
コ
ブ
で
休
憩
を
と
り
、　
一

気
に
下

っ
て
四
時
二
十
分
、
管
理
セ
ン
タ
ー

に
帰
着
し
た
。

こ
の
山
行
で
私
の
体
重
は
ニ
キ
ロ減

っ
て
し

ま

っ
た
。

コ
ー
ス
タ
イ
ム
　
管
理
セ
ン
タ
ー
（車
１０
分
）

＝
登
山
口

（
１
時
間
５５
分
）
―
森
林
限
界

・

七
三
ｏ
り
川
付
近

（
１
時
間
５
分
）―

一
一
〇

〇
ド
川
の
コ
ブ

（
１
時
間
２０
分
）
―
北
峰

（
１５

分
）―
海
別
岳
本
峰

（１０
分
）
―
北
峰

（３

時
間
１０
分
）―
登
山
口

（車
１０
分
）
＝
管
理
セ

ン
タ
ー新

入
会
員
の
弁

奥
村

一
郎

久
保
孝

一
郎
氏
、
望
月
達
夫
氏
の
紹
介
で

会
員
と
な
り
ま
し
た
。
六
月
六
日
皇
海

ヘ

登

っ
て
、
夜
よ
う
や
く
庚
申
山
荘
へ
た
ど
り

着
い
た
翌
日
は
快
晴
で
、
昨
夜
の
雷
雨
で
濡

れ
た
衣
類
を
乾
か
し
て
い
る
間
、
土
間
、
バ

ル
コ
ニ
ー
階
段
の
掃
除
、
焼
却
炉
の
廻
り
に

散
乱
し
て
い
ゴ
ミ
類
を
不
燃
は
台
所
の
ゴ
ミ

袋
へ
、
可
燃
は
焼
却
炉
へ
入
れ
て
フ
タ
を
し

た
。
会
報
に
よ
れ
ば
偶
然
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
の
清

掃
週
間
で
あ
っ
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
の

襟
度
を
保

つ
べ
き
体
力
の
維
持
に
努
め
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
九
六
〇
）

中
村
テ
ル
名
誉
会
員

住
所
変
更

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
デ
レ
ー
ト
に
在

住
中
の
中
村
名
誉
会
員
よ
り
次
の
よ
う
な
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

留
学
生
を
預
か
る
仕
事
に
ピ
リ
オ
ド
を
う

ち
、
町
と
山
が
見
え
る
グ
レ
ネ
レ
グ
に
引
っ

越
し
ま
し
た
。
海
辺
の

一
流
ホ
テ
ル
の
四
階

で
、
海
辺
に
あ
り
、
遠
く
に
山
が
見
え
る
の

が
引
越
し
の
第

一
の
理
由
で
す
。

毎
月

一
度
位
、
あ
ち
こ
ち
で
日
本
の
ク
リ

ス
チ
ャ
ニ
テ
ィ
ー
と
か
神
教
と
キ
リ
ス
ト
教

の
違
い
な
ど
を
話
し
て
い
ま
す
。
十

一
月
に

は
再
会
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
八
月

二
十

八

日
付

　

松

田
氏

宛

）

〔新

住

所

〕
哺
①
〓
Ｚ
”
Ｆ
”
日

日

”

（
∽
盟
ｏ
〓
）

Ｃ
●
Ｉ

卜
♪
〇
『
”
●
ヽ
目
ｏ
ざ
Ｆ

Ｌ
①
諄
Ч
脚
ｐ

り

ｏ
｝〓

Φ
訂

・
∽
・
＞
。
い
ｏ
ふ

＞
ｃ
∽
日
”
＞
〓

＞

図

書

紹

介

山
が
楽
し
く
な
る

地
形
と
地
学広

島
三
朗
著

本
書
は
著
者
の
長
年
に
わ
た
る
登
山
の
体

験
よ
り
得
た
知
識
と
、
専
門
と
も
い
う
べ
き

地
学
と
を
結
び
つ
け
た
本
当
に
た
め
に
な
る

楽
し
い
読
物
と
し
た
自
信
作
で
あ
る
。
そ
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
山
に
関
す
る
地
形
と

地
質
に
関
す
る
知
識
を
学
び
知
る
こ
と
に
よ

り

「山
、
そ
れ
自
体
が
お
も
し
ろ
い
／
」
存

在
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
、
高
山

植
物
や
動
物
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
山
登
り

を
さ
ら
に
楽
し
い
も
の
た
ら
し
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

事
実
、
通
読
し
て
み
る
と
最
初
に
地
形
、

地
質
の
基
礎
的
、
体
系
的
な
知
識
の
解
説
が

な
さ
れ
、　
一
応
の
知
識
を
与
え
た
上
で
、
日

本
の
山
々
で
実
地
の
形
で
説
明
が
加
え
ら
れ

面
白
い
。
い
ず
れ
も
解
り
や
す
く
初
心
者
も

素
直
に
学
べ
、
か
つ
専
門
家
で
も
始
め
て
知

る
こ
と
も
数
々
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

従

っ
て
そ
の
構
成
は
、
第

一
部

「山
の
地

形
と
地
質
を
知
ろ
う
」
と
第
二
部

「地
形
と

地
質
を
訪
ね
る
観
察
登
山
案
内
」
の
二
部
か

ら
な
っ
て
い
る
。

第

一
部
は
①
日
本
列
島
の
お
い
た
ち
、
②

火
山
―

マ
グ
マ
が
つ
く
る
山
々
―
、
③
岩
石

―
山
を
つ
く
る
岩
石
を
吟
味
し
よ
う
、
④
氷

河

・
周
氷
河
作
用
が
つ
く
る
地
形
、
⑤
河
川

の
争
奪
と
湖
沼
、
湿
地
、
⑥
山
で
見
ら
れ
る

断
層
地
形
、⑦
温
泉
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
七
篇
。

そ
の
内
容
は
、
日
本
列
島
を
形
づ
く
っ
た
地

殻
プ
レ
ー
ト
の
動
き
、
不
可
思
議
な
氷
河
、

断
層
、
氷
河
、
高
層

ｏ
低
層
湿
原
、
温
泉
な

ど
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
、
悠
々
数
億
、
数
千

万
年
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
遥
か
な

る
太
古
か
ら
生
き
続
け
て
い
る
自
然
界
の
輪

廻
と
、
現
実
の
今
の
地
形
、
地
質
と
を
頁
ご

と
に
写
真
と
図
版
を
使

っ
て
上
手
に
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
。

第
二
部
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
第

一
部
の

応
用
編
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
①
仙
丈
岳

・

甲
斐
駒
が
岳
、
②
白
馬
岳
、
③
燕
岳
、
④
立

山
の
四
地
区
で
ガ
イ
ド
も
兼
ね
て
復
習
し

(6)
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て
、
学
習
の
強
化
を
計

っ
て
い
る
。

著
書
の
広
島
氏
は
、
Ｋ
２
の
登
頂
者
と
し

て
名
高
く
、
大
学
で
は
地
理
学
を
学
び
現
在

は
高
校
教
諭
。
か
つ
て
は
本
誌
の
編
集
委
員

で
も
あ
っ
た
。

と
に
か
く
、
著
書
の
い
う

「本
当
の
こ
と

を
知
ら
な
い
の
は
登
山
者
だ
け
」
と
な
ら
な

い
よ
う
、
本
書
の

一
読
を
お
す
す
め
す
る
。

一
九
九

一
年
九
月
　
新
書
版
　
山
と
渓
谷

社
刊
　
本
文
二
四
五
頁
　
定
価
八
〇
〇
円

（小
倉
　
厚
）

日
本
の
山
岳
標
高

一
覧

―
一
〇
〇
三
山
―

国
土
地
理
院
刊

国
土
地
理
院
は
、
平
成
元
年
六
月
二
日
の

「測
量
の
日
」
に
、
第

一
次
の
中
間
報
告
と

し
て

「
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
」
の

標
高
等
の
見
直
し
、
翌
年
は
高
さ
で
切
ら
ず

に
、
全
国
的
な
主
要
山
岳
の
標
高
等
の
見
直

し
を
行

っ
て
発
表
し
た
。
（会
報
五
三
〇
号
、

五
四
二
号
参
照
）
最
終
年
度
の
本
年
八
月
、

こ
の
二
回
の
中
間
報
告
を
踏
ま
え
て
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
、
南
西
諸
島
ま
で
、
離
島
の
山

も
含
め
て

一
〇
〇
三
山
と
そ
の
属
峰
に
あ
た

る
五
十
五
山
の
最
高
点
の
確
定
お
よ
び
山
名

の
確
認
、
訂
正
、
追
加
を
行
い
、
『
日
本
の

山
岳
標
高

一
覧
―

一
〇
〇
三
山
―
』
と
い
う

本
と
し
て
公
表
し
た
。

九
十
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
デ
ー
タ
表

（各
山

の
山
名
、
所
在
、
標
高
、
経
緯
度
、
二
万
五

千
分

一
地
形
図
名
、
都
道
府
県
、
三
角
点
名

及
び
備
考
の

一
覧
表
）
は
、
二
万
五
千
分

一

地
形
図
中
の
当
該
山
岳
の
デ
ー
タ
原
簿
に
相

当
す
る
も
の
で
、
山
頂
に
標
高
数
字
の
表
示

さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
、
最
高
点
と
三
角
点

の
位
置
が
相
違
し
て
い
る
も
の

一
三
八
山

と
、
山
名
の
な
い
五
山
は
逐
次
地
形
図
上
の

表
示
が
変
更
／
追
加
さ
れ
る
。
（標
高
値
が

改
正
さ
れ
た
山
の

一
覧
は
別
表
で
掲
載
さ
れ

て
い
る
）
そ
の
他
に

一
次
、
二
次
中
間
報
告

の
際
に
発
表
さ
れ
た
リ
ス
ト
も
収
録
さ
れ
、

完
備
し
た
索
引
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
用

の
仕
方
が
可
能
で
あ
る
。
巻
末
に
は
約
二
百

万
分

一
の
索
引
地
図
が
付
け
て
あ
り
、　
一
〇

〇
三
山
の
位
置
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
作
業
は
国
土
地
理
院
の
発
意

に
よ
り
始
ま
り
、
「山
の
高
さ
に
関
す
る
委
員

会
」
を
組
織
し
て
行
な
わ
れ
た
。
国
土
地
理

院
側
の
調
査
担
当
は
測
図
部
地
形
課
の
石
渡

課
長
、
管
理
課
の
長
岡
正
利
課
長
＊
、
辻
専

門
職
他
数
氏
。
委
員
会
委
員
は
、
五
百
沢
智

也
委
員
長
＊
小
疇
　
尚
＊
、
鎮
西
清
高
、
平

林
国
男
、
望
月
達
夫
＊
、
西
丸
震
哉
＊
、
児

玉
茂
＊
の
各
氏
。
（
＊
印
は
日
本
山
岳
会
員
）

日
本
の
山
の
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
是
非
と

も
手
元
に
置
く
べ
き
も
の
と
思
う
。
入
手
の

方
法
は
、
地
形
図
販
売
店
か
、
ま
た
は
（財
）

日
本
地
図
セ
ン
タ
ー

（〒

一
五
三
　
東
京
都

目
黒
区
青
葉
台
四
―
九
―
六
）
へ
代
金

一
五

〇
〇
円
と
送
料
三

一
〇
円
を
添
え
て
直
接
注

文
し
て
下
さ
い
。

（児
玉
　
茂
）

田

代

山

探

索

山

行

―
湿
原
と
高
山
植
物
―

七
月
二
十
日
は
生
憎
の
雨
で
あ
っ
た
。
十

時
半
会
津
高
原
駅
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、

福
島
支
部
の
方
が
用
意
し
て
下
さ
っ
た
二
台

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
分
乗
し
、
緑
あ
ふ
れ
る

会
津
高
原
を
駒
止
湿
原
に
向
か
う
。
途
中
雨

は

一
段
と
激
し
く
な
っ
た
。

峠
の
茶
屋
に
つ
い
て
昼
食
を
と
る
。
バ
ス

で
湿
原
人
口
下
車
、
小
荒
井
先
生
の
説
明
を

伺

っ
て
歩
き
出
す
。
幸
い
雨
は
小
降
り
と
な

り
、
ガ
ス
の
中
に
ひ
ろ
が
る
緑
の
湿
原
は
な

か
な
か
捨
て
難
い
風
情
が
あ
る
。
花
の
盛
り

は
過
ぎ
て
少
々
淋
し
い
が
、
そ
れ
で
も
キ
ン

コ
ウ
カ
や
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ミ
ズ
ギ
ク
、
ミ

ズ
ギ
ボ
ウ
シ
、
タ
テ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
、
コ
オ

ニ
ュ
リ
な
ど
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
層
湿

原
は
、
低
温
の
た
め
枯
死
し
た
植
物
が
な
か

な
か
腐
ら
ず
泥
炭
化
し
、
そ
れ
が
堆
積
し
て

出
来
た
も
の
、
だ
ん
だ
ん
乾
燥
し
て
く
る
と

笹
や
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
生
え
て
く
る
由

で
あ
る
。
ま
た
チ
シ
マ
ザ
サ
や
フ
キ
の
葉
を

ま
る
く
ま
と
め
て
沢
水
を
飲
む
方
法
も
教
え

て
頂
き
、　
一
同
子
供
に
返

っ
て
葉

っ
ぱ
の

コ
ッ
プ
作
り
に
興
じ
た
り
し
た
。

夕
方
湯
の
花
温
泉
旅
館
清
滝
に
着
き
、
早

速
入
浴
、
熱
く
透
明
な
温
泉
で
あ
る
。
そ
の

後
広
間
で
、
川
魚
の
刺
身
や
マ
ス
の
甘
露
煮
、

イ
ワ
ナ
の
塩
焼
な
ど
の
並
ぶ
夕
食
の
膳
に
つ

く
。
七
時
か
ら
小
荒
井
先
生
の
講
演
、
雄
国

沼
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
群
落
や
、
ヒ
メ
サ

ユ
リ
、
ミ
ズ
ギ
ク
、
サ
ギ
ス
ゲ
、
ム
ラ
サ
キ

ヤ
シ
オ
、
コ
ブ
シ
、
ま
た
二
重
の
虹
や
佐
渡

の
燃
え
る
よ
う
な
夕
焼
空
な
ど
、
ブ

ロ
ー

ニ
ー
版
の
ス
ラ
イ
ド
を
特
製
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
う
つ
し
出
し
、
迫
力
あ
る
美
し
い
画

面
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
に
、
み
な
ひ

き
こ
ま
れ
て
き
き
入

っ
た
。
そ
の
あ
と
ビ
ー

ル
や
福
島
支
部
差
入
の
日
本
酒
を
頂
き
な
が

ら
賑
か
な
懇
談
会
と
な
っ
た
。

(7)
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二
十

一
日
朝
は
見
事
に
晴
れ
上
り
、
朝
食

後
宿
の
前
で
記
念
撮
影
の
後
、
バ
ス
で
登
山

ロ
ヘ
。
小
荒
井
先
生
は
残
念
な
が
ら
今
朝
帰

ら
れ
る
の
で
、
今
日
の
講
師
は
宅
間
清
子
委

員
と
な
る
。
田
代
橋
に
着
き
、
八
時
三
十
分

帝
釈
山
を
目
指
す
九
名
が
先
発
し
、
あ
と
は

支
部
の
野
地
会
員
を
先
頭
に
登
り
出
す
。
陽

が
照
り
つ
け
て
暑
く
な
り
、
雨
の
あ
と
の
道

は
滑
り
、
そ
し
て
な
か
な
か
の
急
登
で
あ
る
。

眺
望
が
ひ
ら
け
日
光
白
根
、
太
郎
山
、
男
体

山
、
大
真
名
子
、
小
真
名
子
、
女
峰
山
な
ど

の
連
山
が
見
え
る
。
急
坂
の
先
に
鮮
や
か
な

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
群
落
が
目
に
は
い
っ
た

と
思
う
と
目
の
前
が
ひ
ろ
び
ろ
と
開
け
、
頂

上
湿
原
で
あ
っ
た
。

さ
わ
や
か
な
風
が
汗
ば
ん
だ
肌
に
快
い
。

木
道
に
集
ま

っ
て
宅
問
委
員
の
説
明
を
聞

く
。
下
足
に
は
キ
ン
コ
ウ
カ
や
イ
ワ
シ
ョ
ウ

ブ
が
咲
き
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
も
小
さ
な
花
を

い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
池
塘
が
点
在
し
青
空
を
う
つ
し
て
い
る
。

湿
原
を
ぬ
け
た
樹
林
の
中
に
山
頂
の
弘
法
堂

が
建

っ
て
い
る
。
そ
の
先
の
樹
林
の
中
を
進

む
と
、
木
の
間
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
な
帝

釈
山
の
姿
が
見
え
た
。

こ
こ
で

一
時
間
半
の
自
由
時
間
、
そ
れ
ぞ

れ
眺
め
の
よ
い
所
に
陣
取
っ
て
お
弁
当
を
食

べ
、湿
原
を
散
策
し
、
写
真
を
と
り
、
ス
ケ
ッ

チ
を
し
た
り
な
ど
す
る
。七
ケ
岳
、博
士
山
、

荒
海
山
な
ど
会
津
の
山
々
や
塩
原
の
山
が
湿

原
の
彼
方
に
紫
色
に
浮
か
び
誠
に
美
し
い
眺

め
で
あ
っ
た
。十
二
時
半
弘
法
堂
前
に
集
合
、

丁
度
、
長
老
鳥
居
亮
会
員
を
含
む
帝
釈
組
が

戻

っ
て
来
た
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

帝
釈
紀
行

二
十

一
日
朝
、
原
田
、
斉
藤
、
田
辺
、
自

鳥
、
佐
久
間
、
鳥
居
、
石
田
、
北
野
、
千
葉

の

一
行
九
名
は

一
足
早
く
田
代
橋
を
出
発
、

急
坂
を
休
み
な
く
登
り
、
田
代
平
に
九
時
五

十
分
着
、
小
憩
を
持
ち
、
汗
も
引
込
ん
で
、

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
キ
ン
コ
ウ
カ
の
原
を
行

十
時
、
弘
法
太
子
堂
で
は
仲
間
に
よ
る
般

若
心
経
の
読
経
を
済
ま
せ
、
敬
虔
な
気
持
ち

で
帝
釈
山
に
向
か
う
。
少
し
倒
木
も
あ
り
泥

道
も
あ
っ
た
が
、
十

一
時
五
分
、
二
等
三
角

点
の
あ
る
帝
釈
山
二
〇
〇
六
房
の
頂
上
に

立

っ
た
喜
び
は
大
き
か
っ
た
。
三
六
〇
度
の

好
展
望
。
隧
、
平
ヶ
岳
、
会
津
駒
、
日
光
、

会
津
の
山
々
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
、
昼
食

を
と
る
。
往
路
を
戻
り
、
弘
法
堂
に
十
二
時

三
十
分
着
、
本
隊
と
合
流
し
た
。

（
こ
の
項
　
千
葉
重
美
記
）

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

全
員
十
四
時
登
山
口
に
下
山
、
清
滝
に

戻

っ
て
温
泉
で
汗
を
流
し
た
後
、
バ
ス
で
会

津
高
原
駅
に
向
か
う
。
思
い
が
け
な
い
快
晴

に
恵
ま
れ
て
、
い
の
ち
の
洗
濯
を
し
た
よ
う

な
さ
わ
や
か
な

一
日
で
あ
っ
た
。
小
荒
井
先

生
お
よ
び
終
始
お
世
話
頂
い
た
笹
川
さ
ん
は

じ
め
福
島
支
部
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（中
村
あ
や
）

（参
加
者
）
講
師
　
小
荒
井
実
　
会
員
　
望

月
計
市
、
林
桂
子
、
原
田
衛
、
北
村
義
男
、

伊
藤
主
税
、
賀
嶋
増
造
、
中
村
あ
や
、
斎
藤

敏
男
、
三
沢

一
三
、菅
野
弘
章
、
鈴
木
快
信
、

中
川
久
、
三
宅
次
郎
、
近
藤
雅
是
、
南
井
英

弘
、
佐
々
木
誠
、
和
田
民
子
、
田
辺
史
、
鈴

木
嶋
夫
、　
一
般
　
白
鳥
勝
治
、
樽
沢
弘

一
、

高
沢
容
子
、
高
橋
恭
子
、
田
沼
玲
子
、
佐
々

木
順
子
　
福
島
支
部
　
笹
川
慶
子
、
西
関
良

光
、
白
石
田
春
治
、
佐
久
間
高
男
、
八
巻
和

男
、
野
地
克
也
、
河
上
錬
治
、
大
内
賢
治
、

佐
藤

一
夫
、
高
野
加
代
　
科
学
研
究
委
員
会

中
村
純
二
、
鳥
居
亮
、
石
田
要
久
、
北
野
忠

彦
、松
丸
秀
夫
、宅
間
清
子
、
石
井
恵
美
子
、

高
橋
詢
、
奥
野
道
治
、
千
葉
重
美
　
以
上
四

十
六
名自

然
観
察
山
行

尼
ヶ
禿
山
と
玉
原
湿
原

自
然
保
護
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
で
は
恒
例
の
自
然
観
察

，山
行
を
、
本
年
は
去
る
九
月

一
日
（日
）、
奥

上
州
の
玉
原
高
原
の
尼
ヶ
禿
山

（
一
四
六
六

房
）
と
同
地
区
の
湿
原
で
行

っ
た
。

当
日
は
台
風

（十
四
号
）

一
過
、
快
晴
。

貸
切
リ
バ
ス
で
新
宿
西
口
を
午
前
六
時
三

十
分
予
定
通
り
出
発
。参
加
者
三
十
三
名
（別

掲
）。
車
内
で
は
横
山
リ
ー
ダ
ー
司
会
の
も

と
に
大
森
自
然
保
護
担
当
理
事
、
池
田
自
然

保
護
委
員
長
の
挨
拶
、
麦
倉
委
員
の
玉
原
高

原
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
つ
つ
、
バ
ス
は
関

越
道
を
ひ
た
す
ら
北
上
。
台
風
の
名
ご
り
の

利
根
川
や
片
品
川
の
濁
流
を
眺
め
、
沼
田
イ

ン
タ
ー
か
ら
は
迦
葉
山
、
そ
し
て
現
地
玉
原

湖
の
巨
大
な
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
を
左
に
見

て
ほ
ど
な
く
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
着
は
午
前
九

時
過
ぎ
。

早
速
、
セ
ン
タ
ー
前
で
参
加
者
の
自
己
紹

介
、
中
委
員
指
揮
に
よ
る
軽
い
準
備
体
操
の

あ
と
、
こ
の
地
区
の
西
の
雄
峰

・
尼
ヶ
禿
山

を
目
指
す
。
今
回
の
講
師
は
田
村
説
三
氏
。

道
々
、
そ
の
場
所
に
応
じ
た
適
切
な
植
生
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
登
る
。

玉
原
高
原
は
い
わ
ゆ
る
奥
上
州
に
あ
る
標 尼ヶ禿山中腹にて (大森弘―郎)
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高

一
二
〇
〇
～

一
三
〇
〇
ｖ川
の
高
原
で
、
そ

の
中
に
は
大
小
六

つ
の
湿
原
と
、
日
本
海
側

多
雪
地
帯
に
分
布
す
る
ブ
ナ
の
自
然
林
が
豊

富
に
存
在
す
る
か
つ
て
は
秘
境
中
の
秘
境
で

あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
玉
原
湖
の
出
現
と
山

岳
道
路
の
整
備
に
よ
リ
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
と

し
て
注
目
さ
れ
だ
し
、
自
然
破
壊
が
心
配
さ

れ
始
め
た
地
域
で
も
あ
る
。

玉
原
湖
北
岸
を
へ
て
ト
ン
ネ
ル
手
前
か
ら

本
格
的
山
路
に
入
る
。　
一
帯
は
見
事
な
自
然

の
ブ
ナ
林
と
そ
の
下
草
の
チ
シ
マ
ザ
サ
で
、

自
然
観
察
と
と
も
に
不
思
議
な
心
の
安
ら
ぎ

を
覚
え
つ
つ
登
る
。
藪
こ
ぎ
も
予
想
さ
れ
た

が
、
意
外
に
も
道
は
よ
く
刈
払
わ
れ
、
そ
の

心
配
も
な
く
ほ
ど
な
く
、
赤
城
を
中
心
と
す

る
上
州
の
山
々
の
眺
望
に
優
れ
た
尼
ヶ
禿
山

の
山
頂
に
達
し
、
昼
食
。

昼
食
後
の
下
山
に
当

っ
て
ハ
プ
ニ
ン
グ
が

起
き
た
。
以
前
リ
ー
ダ
ー
が
訪
れ
た
時
な

か
っ
た
鉄
塔
巡
視
路
が
出
来
て
い
た
た
め
、

つ
い
そ
の
方
向
に
引
き
こ
ま
れ
、
最
後
に
引

返
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
約
二
時
二
十
分
の

ロ
ス
。
し
た
が
っ
て
山
行
と
湿
原
観
察
に
三

時
間
ず

つ
、
半
々
の
時
間
を
予
定
し
て
い
た

が
、
こ
の
ロ
ス
時
間
の
た
め
、
湿
原
観
察
は

一
ノ
原
地
区
の
み
の
約
二
十
分
の
駆
足
観
察

と
な
っ
た
。
湿
原
は
既
に
雑
木
の
入
り
こ
む

中
間
湿
原
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
が
そ
れ
で

も
ヌ
マ
ガ
ヤ
、
ゥ
メ
バ
チ
ソ
ウ
、
キ
ン
コ
ウ

カ
、
タ
ム
ラ
ソ
ウ
、
ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
急
い

で
観
察
し
て
ま
わ
っ
た
。

資料委員会

1991.6.30

1990年度資料受入報告 (2)

番号 品 名 種 類 受入月日 寄  贈  者 保管場所

675 皮毛袋 2本指 (茶 ) 90.10。 19 槙   恒 治 大 町

676 オーバーシューズ (ク リーム色)羽毛ボア入り 松 本

677A 毛糸靴下

B 大 町

〃 C

678A ゲー トル (黒 ) ウール 本 会

〃 B (カ ーキ色) 大 町

679 マットレス (大 ) ゴム引き

680 お茶缶 (布ケース付き) 本 会

681 ゼルブスト 安全環ビナ付き 大 町

682 黒皮書類入れ (小型)折 りたたみ式

683 さく葉板 (2枚 1組 )

684 日の丸 (マ ナスル遠征隊へ・寄せ書き入り) 本 会

685 ニッカーズボン (黒)   ウール 90。 12.10 大 町

686 ジャケット

687
t

694

写真 8枚 90。 10.19 本 会

キャラバンシューズ ナイロン製 2足 松本、大町

折りたたみ携帯椅子 1ケ 松 本

皮ボストンバック (茶 ) 1ケ

皮小型 トランク (茶 ) 1ケ

写真 モノクロの古いもの 13枚 90.10。 19 田 畑 真 一 本 会

「神面」木彫り 1 90.11 高 千 穂 町 松 本

三州台ウェストン祭ポスター 1枚 宮 崎 支 部

カッターシャツ (ガストンレビュファーのサイン入り)   1枚 遠 田  栄 松 本

695 写真 (剣御前小屋の秩父宮殿下)1枚 90.12 松 田 雄 一 本 会

ワッペン (ナ ンダデヴィ、インド日本合同登山隊使用 1976) 1枚 伊 丹 紹 泰 松 本

写真 (米国ナンダデヴィ登山隊によるナンダデヴィ1979)  1葉

記念 1合枡 (エベレス ト北壁登頂者サイン入り) 1ケ 松 本

芦安村々誌資料目録コピー 芦  安  村

テープ (伴野清、三井嘉雄、田畑真一の会見談) 1巻 田 畑 真 一

三田幸夫氏の日記帳 1冊 91.2. 田  口 良F

「スキー技術」16ミ リフィルム映画 1940年 1巻 フィルム委

自然保護全国集会の寄せ書き色紙 於三島市「箱根の里」  1枚 長 田 義 則
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今
回
の
観
察
山
行
は
湿
原
の
観
察
は
時
間

が
短
か
く
残
念
で
あ
っ
た
が
、
玉
原
高
原
は

土
壌
安
定
地
区
に
は
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
ミ

ズ
ナ
ラ
、
カ
エ
デ
な
ど
の
林
、
攪
乱
地
に
は

ハ
ン
の
木
類
、
谷
筋
に
は
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
ト

チ
、
ホ
ウ
と
い
っ
た
典
型
的
な
林
相
が
観
察

さ
れ
極
め
て
有
益
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

前
述
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参

加
者
の
な
か
に
は
、
か
え
っ
て
自
然
の
ブ
ナ

林
を
じ
っ
く
り
心
ゆ
く
ま
で
観
察
で
き
た
な

ど
の
意
見
も
聞
か
れ
、
さ
す
が
自
然
観
察
山

行
に
参
加
す
る
会
員
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ

た
。予

定
を

一
時
間
ほ
ど
遅
れ
て
の
五
時
十
五

分
セ
ン
タ
ー
出
発
。
車
中
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
委
員

会
に
つ
い
て
の
話
や
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
が
行
わ
れ
な
が
ら
、
新
宿
着
は
午
後
九
時

過
ぎ
、
た
だ
ち
に
解
散
。
（な
お
、
本
日
の

感
想
は
後
日
委
員
会
事
務
局
へ
、
の
取
決
め

も
あ
り
）

参
加
者
　
国
見
、
中
、
山
口

（悠
）、
大
森

（二
名
）
、
松
丸
、
黒
沢
、
小
倉
、
遠
藤
、

池
田
、
横
山
、
金
谷
、
祖
父
川
、
梅
本

（知
）、

中
井
、菅
野
、和
田
、
賀
嶋
、
坂
尾
、
松
本
、

松
本

（徳
）
、
菅
沼
、
関
塚
、
平
沢
、
田
村
、

伊
藤
、
篠
原
、
篠
原

（義
）
、
麦
倉
、
小
林
、

高
嶋
、
長
谷
川
、
帰
山

（小
倉
　
厚
）

天
下
之
霊
観
碑
再
建
の
意
義

越
後
支
部
長

佐
藤

一
栄

雪
国
越
後
の
生
活
習
俗
や
、
雪
に
因
ん
だ

奇
談
、
逸
話
等
を
精
妙
な
絵
と
風
土
記
調
の

随
筆
で
ま
と
め
た

『北
越
雪
譜
』
が
、
天
保

十
二
年

（
一
八
四

一
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
。

著
者
は
越
後
国
塩
沢
の
鈴
木
牧
之
で
、
彼
は

文
化
八
年
七
月
に
、
交
遊
の
あ
っ
た
文
人
墨

客
や
従
者
を
伴

っ
て
苗
場
山
に
登
り

「苗
場

山
は
越
後
第

一
の
高
山
な
り
」
に
始
ま
る
探

訪
記
を
同
書
に
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
仏
教
や
修
験
の
信
仰
登
拝
と
は
趣
き
の

変

っ
た
山
登
り
を
、
今
か
ら
百
八
十
年
も

遡
っ
た
昔
に
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
代

登
山
の
い
わ
ば
草
分
け
と
も
見
ら
れ
よ
う
。

そ
う
し
た
登
山
に
感
銘
を
受
け
た
日
本
山

岳
会
名
誉
会
員

（第
二
代
会
長
）
の
高
頭
仁

兵
衛
氏
と
、
同
じ
く
名
誉
会
員
大
平
晟
氏
ら

が
発
起
人
と
な
り
、
昭
和
十
五
年
に
同
山
神

楽
ヶ
峰
の
巌
上
に
高
さ
三
房
の
顕
彰
碑
を
建

立
し
た
。
建
設
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
木
暮

理
太
郎
、
武
田
久
吉
氏
ら
も
協
議
に
加
わ
っ

た
と
い
う
。

碑
面
に
は

「題
苗
場
　
天
下
之
雲
観
　
鈴

木
牧
之
先
生
遺
跡
追
頌
標
」
と
あ
り
、
側
面

に
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
　
日
本
山
岳
会
名

誉
会
員
高
頭
式
建
之
　
大
平
晟
筆
　
小
千
谷

小
杉
刻
と
記
さ
れ
て
、
苗
場
山
を
訪
れ
る
登

EL Capitan   エル・キャピタンのノーズを登る4人の姿を追った多数の賞を受賞した名作 1970年  60分  ¥9.800
★お申し込み期限 12月 末 日迄

●紹介しました洋書、ビデオを限定期間につき取り次ぎます。
●価格は送ホ去 税込み価格です。ただし円が大幅に変動したときは価格変更する場合があります。
●お申し込みは、書(ビデオ)名 、冊 (本)数 を明記のうえ、郵便振替力f見金書留にて、直接′j■土へお申し込み下さい。
●船便にて取りよせとなりますので、ご注文者に届くのは2か月位かかりますのでご了承下さい。

●ここに紹介しました洋書、ビデオは書店への注文はできません。

自由書房
東京都目黒区駒場4-7-8

8鉾 &・ 1∞9振替/東京2-2"田

Basic Rook c:imbing    ジョン・ロング自作自演のビギナー対象の技術紹介ビデオ 1987年  43分  ¥6.800  ★ビデオはすべてVHSのみ

Everest(The Last unc:imbed Rigde)1982年 春のCOボ ニントンらの東北東稜の記録 1982年  53分  ¥8,200

The Conqttst of Everest    1953年 春のE・ ヒラリーとテンジンによる初登頂 1953年  78分  ¥8,200

Art of Leading  J・ ロングによる上級編技術ビデオで5.9か ら11.12へのリード技術 1988年  50分 ¥6.800

① AA'1991    定評あるアメリカ山岳会年報の1991年度版。世界の登山動向を一冊に網羅 386P ¥4.200

① Exp:oring Hidden Himalaya   by S,Mehla&H.Kapadla インド・ヒマラヤの案内書。文献リスト付 172P ¥6.800

High Asia    by J.Neate 7000m以上の高峰の画期的な案内書。未登峰リスト付 213P ¥8,800

The Trekking Peaks of Nepa:  by B.Oconnor トレッキング許可で登れる5千～6千 m峰 18座  224P ¥5,200

High A:aska  by Jo Waterman   アラスカ三山の主要ビッグルート40を豊富な写真で解説 398P ¥6.000

Bugaboo Rook  by R.Green&J.Bensen  花同岩塔が林立するパガブー山群の200ルートをガイド 192P ¥4.200

The Peruttn Andes  by P.Beaud     100本 の登攀ルートと40本のトレッキング案内 307P ¥5,200

Mosemite Climbs  by G.Meyers&D.Reid 1987年に改訂されたヨセミテのクライミングルート図集 450P ¥5.200

英国のCOボニントンら4人によるコングール初登頂 1981年  30分  ¥7.800

Out Of the ShadOw intO the Sun    アルピニスト必見のアイガー北壁ノーマルルート登攀 1970年  50分  ヽ¥7.800

Books&'Videos in the Worid
Books

Videos
3`4srr 

‐

二幣軌lib表基

"場

L

L
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山
者
に
、
先
樅
者
の
遺
徳
を
偲
ば
せ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、

落
雷
か
積
雪
の
圧
力
か
で
、
い
つ
の
頃
か
折

損
倒
伏
し
、
地
元
の
塩
沢
山
岳
会
が
補
修
し

た
も
の
の
、再
び
破
損
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
、

か
ね
て
よ
り
同
会
か
ら
懇
請
が
あ
り
、
建
立

の
由
緒
も
日
本
山
岳
会
と
の
繋
り
が
深
い
こ

と
か
ら
、
山
の
文
化
遺
産
と
し
て
も
貴
重
な

石
碑
の
修
復
を
、
当
越
後
支
部
が
手
が
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

当
初
は
破
断
面
を
接
着
さ
せ
れ
ば
と
安
易

に
考
え
て
い
た
が
、
検
討
し
た
結
果
、
そ
の

よ
う
な
修
理
で
は
到
底
長
年
月
の
風
雪
に
耐

え
得
な
い
と
分
り
、
新
た
に
原
型
と
同
じ
仙

台
石
に
拓
本
の
文
字
を
彫
刻
し
て
再
建
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
現
地
が
二
千
り川
の
山
上
で
、
ま
た

国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
管
轄
営
林
署
と
の
折
衝
や
、
重

量

一　
ントを
超
す
石
碑
の
運
搬
方
法
な
ど
の
難

問
山
積
で
、　
一
時
は
途
方
に
暮
れ
た
が
、
再

建
実
行
委
員
長
で
あ
る
新
潟
県
山
岳
協
会
長

の
室
賀
輝
男
氏
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
か
ら

参
加
し
た
当
支
部
会
員
た
ち
の
献
身
的
な
協

力
で
、
関
係
機
関
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
石
碑
空
輸
も
実
現
と
な

り
、
残
雪
を
踏
ん
で
登

っ
た
六
月
上
旬
か
ら

延
べ
百
名
を
越
え
る
人
々
の
奉
仕
と
、
四
回

に
亘
る
建
設
作
業
を
進
め
て
、
七
月
十
四
日

に
宿
願
の
重
観
碑
建
立
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

梱
包
の
木
枠
や
麻
袋
を
外
し
全
容
を
現
し

た
石
碑
は
、
磨
き
上
げ
ら
れ
た
ダ
ー
ク
グ

レ
ー
の
碑
面
に
、
天
下
之
雲
観
と
刻
ま
れ
た

文
字
も
鮮
や
か
で
厳
然
と
空
を
指
し
、
半
世

紀
前
の
高
頭
翁
の
笑
顔
を
偲
び
な
が
ら
、
み

ん
な
で
御
神
酒
を
頂
い
て
完
成
を
祝

っ
た

が
、
県
山
岳
協
会
名
誉
会
長
の
五
十
嵐
篤
雄

氏
や
新
潟
税
務
署
長
の
上
田
幸
雄
氏
な
ど
、

セ
メ
ン
ト
や
砂
利
、基
岩
掘
削
用
の
発
電
機
、

足
場
作
り
の
資
材
運

搬
等
々
に
汗
を
流
し

た
、
山
仲
間
の
ご
苦

労
に
は
頭
の
下
が
る

思
い
で
今
も
感
謝
の

気
持
で
胸
が
熱
く
な

る
。こ

れ
か
ら
も
苗
場

山

に
登
る
大
勢

の

人
々
が
、
山
上
の
景

観
と
と
も
に
永
く
記

再建なった顕彰碑

憶
に
と
ど
め
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
石
碑
の
再

建
は
、ま
た
支
部
活
動
の
記
念
碑
で
も
あ
り
、

関
係
各
位
の
懐
か
し
い
語
り
ぐ
さ
と
も
な
っ

て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

再
建
計
画
に
賛
同
し
て
、
浄
財
を
醸
出
く

だ
さ
れ
た
大
勢
の
岳
人
や
登
山
団
体
に
、
ご

報
告
芳
々
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

〔報
告
〕
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

九
月
七
日

（土
）
五
時
よ
り
、
女
性
懇
談

会
主
催
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
は
、
五
十
名
の

方
々
を
お
迎
え
し
て
開
か
れ
た
。

開
会
前
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
小
倉

茂
暉
氏
に
よ
っ
て

「改
築
に
な
る
山
研
に
つ

い
て
」
の
詳
し
い
お
話
。
次
に
乾
杯
の
音
頭

を
松
田
副
会
長
に
お
願
い
し
て
、
そ
の
後

テ
ー
ブ
ル

一
杯
に
並
ん
だ
ご
ち
そ
う
と
ビ
ー

ル
を
お
互
の
親
し
い
語
ら
い
と
共
に
頂
く
。

楽
し
い
歓
談
の
う
ち
に
も
時
が
き
て
、
七
時

一
応
閉
会
と
な
っ
た
が
、
七
時
半
頃
ま
で
語

り
合
い
は
尽
き
な
か
っ
た
。

今
年
は
残
暑
が
長
く
ほ
ど
よ
く
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
に
ふ
さ
わ
し
い
陽
気
で
、
初
め
て
こ
の

会
に
出
席
し
た
方
達
も
、
こ
の
和
や
か
な
雰

囲
気
に
囲
ま
れ
て
有
意
義
な
時
を
過
す
こ
と

が
出
来
た
。
　
　
　
　
　
　
（柴
沼
武
子
）

△

　

　

　

△

▼
出
版
間
隔
が

一
年
以
内
の
雑
誌
、
定
期
刊

行
物
の
う
ち
被
寄
贈
、
交
換
、
購
入
中
の
受

入
れ
は
海
外
雑
誌
を
含
め
て
次
頁
の
六
十
四

種
で
す
。
こ
の
他
に
不
定
期
刊
行
物
、
特
に

各
山
岳
会
／
山
岳
部
の
会
報
部
報
類
が

一
ｏ

ｏ
種
以
上
あ
り
ま
す
が
、
「雑
誌
総
目
録
」

の
中
で
扱
う
予
定
で
す
。

解
説
の
必
要
な
各
雑
誌
の
歴
史
、
背
景
内

容
や
所
蔵
号
の
期
間
等
は
順
次
こ
の
欄
で
説

明
し
て
行
く
こ
と
に
致
し
ま
す
。

な
か
に
は
日
本
山
岳
会
以
外
に
は
所
蔵
さ

れ
て
い
な
い
珍
し
い
雑
誌
も
あ
り
ま
す
の
で

是
非
ご
来
室
下
さ
い
。

▼
二
七
四
七
枚
の
二
万
五
千
分
の

一
地
形
図

（発
行
年
は
昭
和
四
十
六
年
～
六
十
二
年
）

を
本
年
八
月
に
武
田
満
子
、
松
永
康
子
両
氏

よ
り
寄
贈
し
て
戴
き
ま
し
た
。
こ
れ
で

一
気

に
六
割
分
が
揃
い
、
全
枚
を
揃
え
る
目
途
が

立
ち
ま
し
た
。
北
海
道
を
除
い
て
主
要
山
岳

地
帯
は
既
に
揃

っ
て
お
り
ま
す
の
で
登
山
計

画
の
参
考
に
不
自
由
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
専
用
地
図
ケ
ー
ス
に
収
納
し
何
時
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ

▼
日
本
山
岳
会
図
書
室
の
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
次
第
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
な

か
で
も
海
外
の

「山
岳
地
図
」
は
各
地
域
別

―
十
二
頁
へ
続
く
―

図
書
室
だ
よ
り
　
②
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書  籍・  雑誌

名  /雑 誌名

受入れ報告 1991年  8月

著  者 書

茂木完治・手嶋 亨    沢登り読本              B6/223pp 東京新聞出版局 1991 発行者寄贈

南硫黄島地域調査隊編   南硫黄島原生自然環境保全地域調査報告書B5/404pp 環境庁自然保護局 1982山 瀬一裕氏寄贈

槙 有恒         槙 有恒全集Ⅲ 静寂         B6/375pp  五月書房   1991 発行者寄贈

広島三朗         山が楽しくなる地形と地学       新書版/245pp 山と渓谷社  1991 発行者寄贈

自然公園美化管理財団編  新・美しい自然公園 8 阿寒湖    A4/48pp 自然公園美化管理財団1991 発行者寄贈

自然保護協会編      自然観察ガイ ドプック42志賀高原岩菅山 B6/54pp  自然保護協会  1991 発行者寄贈

朝比奈英三        虫たちの越冬戦略         B6/161pp 北海道大学図書刊行会 1991 著者寄贈

久保信一/古川脩編集   白山私致  久保信一遺稿集      B6/90pp  山路書房    1991 編者寄贈

藤田健次郎        ひとり歩きの金剛山          B6/254pp  山と渓谷社  1991 発行者寄贈

小川清美         スイスアルプス・ハイキング案内    B5/224pp  山と渓谷社  1991 発行者寄贈

群馬県山岳連盟編     群馬岳連 50年誌           B5/297pp 群馬県山岳連盟 1991八 木原日明氏寄贈

岩田修二   長野県上高地における現在の地形変化と地形災害危険度地図の作成B5/51pp+地 図 2枚 1991 著者寄贈

文藝春秋編        植村直己記念館            B5変 形写真集/206pp文 藝春秋 1991 発行者寄贈

建設省国土地理院     日本の山岳標高一覧 -1003山 一 B5/145pp十 索引図 国土地理院 1991 発行者寄贈

文部省         楽しい登山 中高年の安全な登山のために A5/143pp  文部省    1991 発行者寄贈

永田芳男         山渓フィール ドブックス3 秋の野草  B6変 型/383pp 山と渓谷社 1991 発行者寄贈

柏瀬祐之         ヒト、山に登る            A5/188pp  白水社    1991 発行者寄贈

日本山岳会東海支部編   日本山岳会東海支部ガングスタン報告書 B5/60pp 日本山岳会東海支部1991鈴 木常夫氏寄贈

山形山岳会編       山形山岳会 70周年山小舎 30周 年記念誌B5/372pp  山形山岳会  1991 発行者寄贈

寄贈,交換,購入 中の雑誌,定期刊行物一覧

(山 と渓谷社)    山書月報        (日 本山書の会)

(山 と渓谷社)    地図ニュース      (日 本地図センター)

(山 と渓谷社)    月刊古地図研究     (日 本地図資料協会)

(東京新聞出版局)  日本山岳写真協会ニュース (日 本山岳写真協会)

(白 山書房)      Alpine Journal        (The Alpine Club)

(日 本 ヒマラヤ協会) Geographical Journal    (Royal Geographical Society)

(新ハイキング社)   buntain           (Iountain lagazine・ UK)

(:ヨ :本 勤労者 LI」 岳連盟)   Die Alpen                      (Scheizer Alpen― clubs)

(日 本山岳協会)    Die Alpen Quartal      (do。 )

(東京都山岳連盟)   Akademischer Alpenclub Bern (Akademischer Alpenclub Bern)

(長野県山岳協会)   UIAA Quarterly Bulletin   (UIAA)

(兵庫県山岳連盟)   Iitteilungen DAV       (Deutscher Alpenverein)

(大阪府山岳連盟)   Berg             (Deutschen und Osterreichischen Alpenverein)

(い こいの山岳会)   litteilungen OEAV      (Oesterreichischer Alpenverein)

(近畿山岳愛好会)   Osterreichische Alpenzeitung (Osterreichischen Alpenklub)

(京都山岳会)     Der Bergsteiger        Cergsteiger Lgazine,Iunchen)

(低 い山を歩 く会)  Alpin            (Alpin hgazine,Iinchen)
(横浜山岳会)     La Rivista del Club Alpino ltaliano(Club Alpino ltaliano)

(奥多摩山岳会)    La lontagne et Alpinisme   (Club Aipin Fran9aiS)

(日 本ネパール協会)  IOntagne et SpOrtS       (L´ Ecole Nacionale de Ski et d´ Alpinisme)

(日 印協会)       Anerican Alpine Journal    (American Alpine Club)

(日 本プータン友好協会)Sierra            (Sierra Club)
(国立極地研究所)   Climbing             (Climbing lagazine, USA)

(極地研究振興会)    Canadian Alpine Journal     (Alpine Club of Canada)

(一等三角点研究会) New Zealand Alpine Journal  (New Zealand Alpine Club)

(山の気象研究会)  Journal of lountain Club of South Africa(Hountain Club of South Africa)

(大町山岳博物館)  Ⅱinalayan Journal      (Ⅱ lmalayan Club)

(国立公園協会)     Indian 10untaineer       (Indian lountaineering Foundation)

(日 本自然保護協会) ⅡIIAL            (Ⅱ imal lagazine,Nepal)

(森林文化協会)    .せ   山          (韓 國山岳会)

(尾瀬の自然を守る会) せ 錯世 山と人        (大 韓山岳連盟)

(oak villadge)    山野             (中 国登山協会)

師 型・ ページ 出  版  千 出 版 年   審 贈 /瞳 入男||

山と渓谷

岩と雪

ビスターリ

岳人

クライミングジャーナル

ヒマラヤ

新ハイキング

登山時報

登山月報

都岳連通信

長野県山岳協会ニュース

兵庫山岳

山岳おおさか

いこいの山岳会月報

一等三角点

京都山岳

低山

山

OMCレ ポー ト

日ネ協会会報

月刊インド

プータン

極地研ニュース

極地

聟嶺

山の気象研究会ニュース

山と博物館

国立公園

自然保護

グリーンパワー

尾瀬の自然

Oak Villadge通 信
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―
十

一
頁
よ
り
―

に
比
較
的
良
く
揃

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
海

外
登
山
を
計
画
さ
れ
る
方
は
ご
利
用
下
さ

次
回
は
海
外
の
地
図

（「山
岳
地
図
」）
の

リ
ス
ト
を
掲
載
致
し
ま
す
。

▼
同
様
に
登
山
計
画
に
は
現
地
情
報
を
盛
り

込
ん
だ
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
も
役
立
ち
ま
す
。
七

月
に
昭
文
社
よ
り

「山
と
高
原
地
図
」
の
最

新
版
全
五
十
六
冊
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
山
と
渓
谷
社
の

「
ア
ル
ペ
ン
ガ

イ
ド
」
も
揃

っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

今
後
は
英
文
も
の
を
中
心
に
海
外
の
登
山

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
積
極
的
に
集
め
る
方
針
で

お
り
ま
す
。

（図
書
管
理
委
員
会
）

〔新
支
部
長
紹
介
〕

◎
山
形
支
部
長
　
大
橋
克
也
（二
五
三
四
番
）

東
京
生
れ
、
仙
台
で
育

つ
。
昭
和
二
十
四

年
東
北
薬
科
大
学
卒
。
東
北
大
学
抗
酸
菌
病

研
究
所
病
院
勤
務
を
経
て
、
昭
和
三
十
四
年

山
形
市
に
移
り
、
東
北
中
央
病
院
薬
剤
部
長

を
歴
任
。
現
在
は
山
形
県
薬
事
情
報
セ
ン

タ
ー
に
籍
を
お
か
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十

一
年
二
日
峠
に
初
登
山
以
降
、

・
会

務
報
告

二
十
二
年
か
ら
宮
城

・
山
形
県
境
の
沢
遡
行

を
行
い
多
く
の
足
跡
を
残
す
。
二
十
三
年
か

ら
積
雪
期
の
蔵
王

・
屏
風
岳
東
面
に
挑
み
、

昭
和
三
十

一
年
五
月
五
度
目
の
挑
戦
で
完

登
。
二
十
四
年
二
月
飯
豊
焼
曽
根
か
ら
大
日

岳
へ
登

っ
た
他
、
各
季
節
に
飯
豊

・
朝
日
連

峰
を
丹
念
に
歩
か
れ
て
い
る
。

本
年
四
月
、村
上
支
部
長
の
後
を
受
け
て
、

支
部
長
に
選
出
さ
れ
た
が
、
日
下
の
と
こ
ろ

は
、
自
然
保
護
問
題
で
分
れ
て
い
る
支
部
の

考
え
を
、
自
由
に
発
言
し
合
い
な
が
ら
、
接

点
を
見
つ
け
て
い
く
よ
う
努
力
し
た
い
と
の

こ
と
。
そ
の
手
腕
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い

る
。仙

台

一
高
山
の
会
、
東
北
大
山
の
会
所
属

六
十

一
歳
。

◎
宮
城
支
部
長
　
西
郡
光
昭
（七
二
五
四
番
）

宮
城
県
出
身
。
信
州
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
。

昭
和
三
十
五
～
四
十
九
年
長
野
県
在
住
時
、

南
北
中
央
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
登
る
。
南
米

ペ
ル
ー
ア
ン
デ
ス
、
エ
ベ
レ
ス
ト

・
ス
キ
ー

隊
、
信
州
大
学
ネ
パ
ー
ル

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

隊
に
参
加
。
昭
和
四
十
九
年
よ
り
宮
城
県
に

在
住
、
現
職
は
宮
城
県
保
健
環
境
部
次
長
。

こ
の
間
宮
城
県
内
の
山
を
中
心
に
東
北
の
山

を
登
り
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
カ
シ
ミ
ー

ル
登
山
隊
、
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
に
も
参
加
、

今
春
支
部
長
に
就
任
す
る
や
、
直
ち
に
中
国

四
川
省
の
羊
供
山
登
山
隊
に
隊
長
と
し
て
参

加
、
登
頂
に
成
功
し
て
い
る
。
行
動
派
の
支

部
長
と
し
て
、
支
部
員
の
信
望
を
集
め
て
い

フ（）。本
会
に
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
に
入
会
。

他
に
信
州
大
学
学
士
山
岳
会
、
日
本
ヒ
マ
ラ

ヤ
協
会
に
も
所
属
し
て
い
る
。
五
十
二
歳
。

（Ｙ

ｏ
Ｍ
）

山
研

・
ナ
ム
チ
ャ
合
同
募
金
応
募
状
況

（九
月
七
日
現
在
）

皇
太
子
殿
下
と
寛
仁
親
王
殿
下
か
ら
も
ご

応
募
い
た
だ
き
、
累
計
で

一
千
万
円
を
突
破

し
ま
し
た
。
会
報
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
、

登
山
隊
は
頂
上
を
狙
っ
て
い
る
頃
で
し
ょ
う

し
山
研
も
解
体
に
着
手
し
て
い
る
筈
で
す
。

な
お

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（六

十
日
）
早
川
種
三
ズ
四
十
日
）
国
分
勘

兵
衛
ズ
三
十
日
）
山
田
会
長
ズ
二
十
日
）
辰

沼
廣
吉
、
高
山
忠
四
朗
、
中
澤
員
二
、
水
口

武
彬
、
渡
辺
宏
之
、
村
木
潤
次
郎
、
宮
下
秀

樹
、
松
田
祥
ニ
ズ
十
四
口
）
笠
原
藤
七
、
（十

二
口
）
石
橋
正
美
、
（十
日
）
穴
田
雪
江
、
中

村
進
、斎
藤
惇
生
、菊
地
文
雄
、
小
林
春
男
、

武
村
市
太
郎
、
岡
部
み
ち
子
、
金
子

一
夫
、

小
倉
董
子
、
原
蕃
ズ
六
日
）
秀
島
敏
、
木
村

勝
久
、
安
彦
六
郎
、
外
山
義
夫
、
織
田
沢
孝

全
、織
田
沢
美
知
子
、中
嶋
啓
、
原
田
雅
弘
、

岩
田
継
正
、
太
田
敬
、
水
谷
透

・
員
砂
子
、

田
口
二
郎
、
広
沢
毅

一
、
鴫
原

一
男
、
金
子

浩
、
山
田
博
茂
、
（五
日
）
皇
太
子
殿
下
、
寛

仁
親
王
殿
下
、
中
村
武
雄
、
宅
間
清
子
、
（四

口
）
佐
近
丸
彦
、
川
田
善
朗
、
深
川
安
明
、

平
野
紀
子
、
清
野
恒
、
渡
辺
兵
力
、
齊
藤
敏

男
、
高
見
和
成
、
鈴
木
嶋
夫
、
賀
嶋
増
造
、

高
橋
祥
子
、
守
山
進
太
郎
、
泉
尾
忠
志
、
阿

部
郁
夫
、
磯
野
剛
太

ｏ
温
子
、
河
野
之
保
、

山
下
六
郎
、小
田
稔
、牧
潤

一
、
金
子
泰
助
、

西
原
幸
子
、
塩
原
國
隆
、
大
塚
玲
子
、
石
澤

六
郎
、
鈴
木
裕
代
、
川
島
栄
二
郎
、
高
原
三

平
、
川
田
哲
ニ
ズ
三
口
）
野
田
福
五
郎
、
岡

田
光
行
、
太
田
繁
、
山
平
靖
、
乾
能
尚
ズ
二

日
）
轟
昌

一
郎
、
高
田
光
政
、
平
田
大
昭
、

山
崎
隆
史
、
小
林
基
子
、
鷲
崎
好
、
前
田
直

己
、
山
戸
潔
、
遠
藤
克
昭
、
斉
藤
チ
ヨ
、
高

野
洋
志
雄
、
青
木
昇
、
河
合
文
恒
、
松
長
晴

利
、
丸
山
武
彦
、
田
口
幸
子
、
川
上
正
義
、

春
山
政
衛
、
松
村
潤
、
鈴
木
康
洋
、
原
利
恵

子
、
町
俊

一
、
長
尾
登
之
助
、
農
大
農
友
会

山
岳
部
、
坂
井
八
郎
、
高
澤
光
雄
、
熊
谷
松

雄
、
大
島
秀
夫
、
込
田
伸
夫
、
高
本
孝
、
藤

川
二
郎
、
蓮
賞
淳
夫
、
北
里
大
学
山
岳
会
、

児
玉
政
彦
、
戸
山
芳

一
、
下
山
壽
、
横
山
宏

太
郎
、徳
田
昌
久
、大
橋
基
光
、
山
本

一
夫
、

荻
窪
山
百
合
の
会
、
北
村
皆
雄
、
本
多
矩
、

川
村
旭
、
近
藤
友
好
、
近
藤
久
子
、
伊
藤
昌

彦
、
石
間
信
夫
、
荒
木
壮

一
、
島
津
慶
子
、

風
見
武
秀
、
高
橋
通
夫
、
安
齊
正
明
、
笠
原

正
明
、
林
桂
子
、
内
村
鉄
次
郎
、
鈴
木
昭
、

柴
沼
武
子
、
浅
野
清
彦
、
桑
田
結
、
石
川
雄

二
、
新
井
信
太
郎
、
足
立
勤
、
松
田
敏
男
、

堀
川
浩
、
川
上
隆
、
園
山
鋭

一
、
福
島
勉
、

三
上
正
治
、
平
田
恒
雄
、
板
橋
元

一
、
田
川
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芳
子
、
名
児
耶
達
男
、
加
藤
義
明
、
岩
佐
邦

彦
、
森
本
市
郎
、
若
月
二
郎
、
草
野
洋

一
、

市
村
幸
夫
、
後
藤
泰
治
、
久
我
文
子
、
久
我

良
房
、
瀬
川
忠
四
郎
、
竹
内
研

一
、
水
野
公

男
、
名
須
川
浩
、
榎
本
進
、
福
田
光
子
、
平

野
征
人
、
本
橋
徳

一
、
佐
藤
恒
雄
、
霜
田
嘉

一
、森
山
久
夫
、加
藤
達
二
郎
、
永
尾
和
夫
、

阿
部
鉄
男
、
前
田
製
管
い
山
岳
部
、
田
高
卓

士
、
松
野
賢
珠
、
月
原
俊
二
、
本
田
誠
也
、

小
森
光
子
、
廣
瀬
幸
治
、
大
坪
重
遠
、
山
村

孝
夫
、
八
木
原
博
子
、
吉
永
孝
行
、
津
田
友

枝
、
沖
允
人
、
丸
尾
祐
治
、
猪
股
清
郎
、
柴

田
篤
志
、
茂
木
洋
子
、
渡
辺
多
佳
子
、
土
田

幸
雄
、中
馬
董
人
、和
崎
俊
雄
、
山
田
和
雄
、

岸
栄
、
中
川
智
康
、
原

一
平
、
村
木
冨
士
、

籠
谷
順
司
、
石
田
喜
八
、
奥
山
文
次
、
塚
本

福
次
郎
、
藤
井
保
、
樋
回
公
臣
、
本
田
卯
太

郎
、
大
橋
秀

一
郎
、
赤
羽
昭
夫
、
原
田
洋
、

加
藤
春
夫
、
平
井
和
雄
、伊
藤
倣
、
中
川
久
、

廣
永
俊

一
、
織
内
信
彦
、
安
藤
文
子
、
三
階

堂
匡

一
郎
、
後
藤
二
郎
、
安
江
安
宣
、
藤
田

友
生
、
足
立
孝
也
、
和
田
力
造
、
北
林
嘉
鶴

子
、
松
原
尚
之
、
安
藤
信
正
、
豊
中
貞
子
、

佐
藤
芳
久
、
広
島
三
朗
、
金
山
淳
二
、
矢
尾

板
奈
々
子
、
矢
尾
板
二
郎
、
新
井
陽

一
郎
、

中
村

一
雄
、
河
上
錬
治
、
岩
堀
瑞
子
、
平
柳

一
郎
、
森
亮
二
、
富
田
記

一
、
小
倉
浩
嗣
、

赤
松
光
、
小
池
恭
弘
、
草
木
陽

一
、
佐
藤
正

倫
、
宮
本
忠
直
、
加
藤
英
彦
、
藤
澤
敦
、
田

中
淑
子
、
川
北
昌
博
、
山
口
峯
生
、
米
本
隆

夫
、
小
川
九
二
雄
、
小
池
実
、
服
部
敬
二
、

西
田
哲
爾
、古
谷
聖
司
、熊
谷
と
も
子

・
洋
、

福
田
勝

一
、
妹
尾
律
子
、
妹
尾
幸
雄
、
芳
賀

孝
郎
、
井
古
田
忠
男
、
池
田
智
恵
、
後
藤
三

男
、
野
澤
隆

一
、
細
川
俊
彦
、
（
一
口
）
小
林

勝
、
金
尾
賞
、
宇
田
川
允
敏
、
平
野
喜

一
、

熊
田
宗
次
、
梅
本
実
、
小
塩
丘
平
、
富
山
地

方
鉄
道
帥
、
森
田
勇
造
、
長
岡
次
郎
、
石
坂

良

一
、
桑
原
信
夫
、
各
務
良
幸
、
鈴
木
孝
、

佐
々
木
孝
雄
、
菊
池
健
介
、
松
野
豊
、
渡
辺

一
、伊
佐
泰
治
、内
山
貞
男
、
木
野
光

一
郎
、

藤
江
幾
太
郎
、
境
野
俊
男
、
小
野
庸
、
（累
計

五
百
九
十
二
名
、
二
千
百
六
十
九
日
、　
一
千

五
十
万
三
千
百
九
十
九
円
）

１
日
　
女
性
懇
談
会

３
日
　
三
水
会
の
み
の
市

６
日
　
常
任
募
金
委
員
会
、
会
報
編
集
委
員

会

(8月 )

●

ル
‥
ム
日
詭

青
年
部

募
金
委
員
会
、
女
性
懇
談
会
、
ア
ル

パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

８
月
来
室
者
２５２
名

８

日

２９

日会

員

異

動

８

月

物

故

菊
地
正
蔵

（
一
〇
七
八

・
永
年
会
員
）

退
　
会

小
林
正
雄

（六

一
〇

一
）

終
身
会
員
へ

広
島
三
朗

（六
五
八
八
）

タ
ン
ボ
チ
ェ
僧
院
再
建
協
力

募
金
者
ご
芳
名

一
万
円
―
平
田
大
昭

九
月
二
日
現
在
累
計
四
四
六
名
、
累
計
金

額
五
、
九
四
二
、
二
九
八
円

◎

「
山
岳
総
合
索
引
」
の
刊
行

六
月
の
会
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「山

岳
総
合
索
引
」
（編
集

ｏ
日
本
山
岳
会
山
岳
編

集
委
員
会
、
製
作
発
行

・
緑
蔭
書
房
）
が
十

|

′

廼雪)3234-6659

し
て
い

も
お
知
り
せ

の

電
話ま

す で

15
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